
【
縁
距
離
を
大
切
に
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退
任
式
・
晋
山
式
の
ご
報
告 

＊
令
和
三
年
九
月
、
住
職
の
退
任
式
・
新
住
職
の

晋
山
式
を
行
い
ま
し
た
。
前
日
の
台
風
が
嘘
の
よ

う
に
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
お
か
げ
様
で
よ
い

式
と
な
り
ま
し
た
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

        

 

     ＊
退
任
式
・
晋
山
式
を
記
念
し
て
境
内
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。 

 

ス
ト
レ
ス
よ
け
観
音 

 
 
 
 

有
縁
無
縁
塔 

      

 

   

 

        

 

 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

観
音
様
ご
縁
日 

今
年
度
の
ぼ
け
封
じ
観
音
様
の
ご
縁
日
は
九
月
二

十
五
日
（
日
）
に
開
催
致
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
令
和
五
年
度
は
桜
の
季
節
四
月
に
通

常
開
催
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
は
お

札
お
守
り
の
授
与
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
来
年
ま
で

今
お
持
ち
の
も
の
を
お
祀
り
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
ま
た
改
め
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

今
月
の
言
葉 

 

目
に
み
え
な
く
て
も
、
阿
弥
陀
さ
ま
、
今
は
亡
き

大
切
な
方
々
は
い
つ
も
私
た
ち
を
見
守
っ
て
下
さ

っ
て
い
ま
す
。
お
念
仏
を
と
な
え
れ
ば
、
そ
の
つ

な
が
り
は
よ
り
近
く
、
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

令
和
四
年
度
年
回
表  

壱
周
忌 

 
 

令
和
三
年
亡 

三
回
忌 

 
 

令
和
二
年
亡 

七
回
忌 

 
 

平
成
二
十
八
年
亡 

十
三
回
忌 

 

平
成
二
十
二
年
亡 

十
七
回
忌 
 

平
成
十
八
年
亡 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
二
年
亡 

二
十
七
回
忌 

平
成
八
年
亡 

三
十
三
回
忌 

平
成
二
年
亡 

三
十
七
回
忌 

昭
和
六
十
一
年
亡 

五
十
回
忌 

 

昭
和
四
十
八
年
亡 

百
回
忌 

 
 

大
正
十
二
年
亡 

＊
ご
先
祖
様
の
御
供
養
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

令
和
四
年
度
寺
院
行
事
予
定 

一
月
一
日(

土) 
 
 
 
 
 
 
 

新
年
大
法
要 

三
月
六
日(

日) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寿
光
会 

三
月
十
八
日(

金)

～
二
十
四
日(

木) 
 

春
彼
岸 

六
月
五
日(

日) 
 
 
 
 
 
 
 

大
施
餓
鬼
会 

七
月
十
三
日(

水)

～
十
六
日
（
土
）
東
京
お
盆
様 

八
月
十
三
日(

土)

～
十
六
日
（
火
） 

 

お
盆
様 

八
月
十
八
日(

木) 
 
    

灯
ろ
う
流
し  

中
止 

九
月
二
十
五
日(

日) 
 
 

ぼ
け
封
じ
観
音
縁
日 

九
月
二
十
日(

火)

～
二
十
六
日
（
月
）  

秋
彼
岸 

＊
年
間
行
事
予
定
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

仏
具
代
御
寄
進
御
芳
名 

川
瀬 

哲
生 
様 

 
 
 

金 

五
万
円 

須
永 

伸
之 

様 
 
 
 

金 

二
万
円 

篠
原 

隆 
 

様 
 
 
 

金 

二
万
円 

相
田 

宏 
 

様 
 
 
 

金 

十
万
円 

 
 
 
 
 
 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
知
ら
せ  

●
私
事
で
す
が
、
お
か
げ
様
で
今
年
三
月
を
も
ち

ま
し
て
、
長
男
龍
道
が
大
正
大
学
大
学
院
仏
教
学

研
究
科
浄
土
学
修
士
課
程
を
無
事
終
了
致
し
ま
し

た
。
そ
し
て
四
月
よ
り
神
奈
川
県
の
私
立
高
校
で

宗
教
科
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
長
女
汐
里
も
明
治
学
院
大
学
文
学
部
芸

術
学
科
を
無
事
卒
業
し
、
四
月
か
ら
は
栃
木
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
就
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

二
人
に
は
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
更
な
る
成
長
を
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
ま
で
同
様
、
あ
た
た
か
い
目
で
見
守
っ

て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 ●
近
年
お
寺
か
ら
の
郵
便
物
が
住
所
不
明
で
戻
っ

て
く
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
引
っ
越
し
な

ど
で
住
所
が
変
わ
る
際
は
、
お
手
数
で
す
が
お
寺

に
新
住
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
書
道
教
室
（
研
映
社
書
き
方
ク
ラ
ブ
） 

子
供
の
育
成
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近

小
さ
い
お
子
さ
ん
が
増
え
て
有
難
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

水
曜
日
（
月
三
回
）
午
前
十
時
よ
り
十
二
時 

 
 
 

一
般
の
方 

 

土
曜
日 

 
 
 
 
 

午
後
一
時
よ
り
六
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も
・
一
般
の
方 

日
曜
日 

 
 
 
 
 

午
前
八
時
半
よ
り
十
二
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も
・
一
般
の
方 

 

●
詠
唱
会
（
御
詠
歌
） 

水
曜
日
午
後
一
時
半
よ
り
三
時
ま
で 

＊
書
道
教
室
、ご
詠
歌
と
も
に
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
行
い
な
が
ら

開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

寿 
 

光 

寺報寿光 

令和 4年 3月 

編集富田正好 

発行 寿光会 

浄 土 宗 

大 雲 寺   

第
四
十
六
号 

退任式・晋山式を記念して寺にご奉納頂いた品々です、 

有難うございました。 

 

江添 昭幸様より  瀧山 孝雄様より  柳澤 隼人様より 

会館用急須     本堂用演題     人間国宝作夫婦茶碗 

湯飲み 50脚 


